
【あたまを育てる教師像】  合言葉は、「チーム染地」 

●教職員全員で全部の子どもを見ていきます→全員の名前を覚えます。壁をなくします。 

●特別支援学級の教員と通常の学級担任との連携と協力強化をしていきます。 

令和 6年度 調布市立染地小学校 (グランドデザイン) 

教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●計画年休の取得→「働き方改革」→「休み方改革」をすすめます。 

1年に１回とれる学校体制を組んでいく。 

心に余裕→多面的な児童理解→一人一人を大切にみていく教育の推進 

 

 

  

「子ども一人一人が大切にされていることが実感できる」→達成感(「がんばってできた感」) 

→「なりたい自分」   自己実現  

○ああたたかく・・・自分も人も大事にする子ども 

○たたくましく・・・目標に向かって粘り強く行動する子ども      

○ままえむきに・・・主体的に学ぶ子ども  (重点目標)    

 

を

を育てる学校 

 

自分も人も大事にする子ども 

「あいさつ」を自分からする 

「やさしい言葉」を自分や友達にも 

目標に向かって粘り強く行動する子ども 

・体験を重視 

・体を動かす楽しさを味わわせる 

・生活習慣の確立・学習時の約束の統一 

 

◎主体的に学ぶ子ども 

・反復学習での基礎学力の向上 

・自分の考えをもっての話し合いに参加 

・自分の考えをアウトプットする場の設定 
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土(大地) 

家 庭 地  域 

・早寝・早起き・朝ごはん 

・生活習慣の確立→SCの活用 

・PTAの協力 

・細やかな連携で信頼関係の構築 

・地域学校協働本部の活用 

・ゲストティーチャー 

・保護者地域を巻き込んでの体験

学習の推進 

子ども(主語) 


